
        

東

京

都

北

区

旅

館

業

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

公

布

す

る

。

 

  

令

和

八

年

十

月

七

日

 

  

東

京

都

北

区

長
 

 

山

 

田

 

加

 

奈

 

子

 





東

京

都

北

区

規

則

第

八

十

八

号

 

東

京

都

北

区

旅

館

業

法

施

行

細

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

 
東

京

都

北

区

旅

館

業

法

施

行

細

則

（

昭

和

五

十

五

年

五

月

東

京

都

北

区

規

則

第

二

十

七

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

 

 

第

二

条

第

二

項

第

九

号

中

「

区

分

所

有

者

を

い

う

」

及

び

「

専

有

部

分

を

い

う

」

の

下

に

「

。

以

下

同

じ

」

を

加

え

、

同

項

に

次

の

三

号

を

加

え

る

。

 

 

十

 

条

例

第

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

周

知

の

実

施

状

況

を

記

載

し

た

書

類

 

十

一

 

建

築

基

準

法

（

昭

和

二

十

五

年

法

律

第

二

百

一

号

）

第

六

条

第

一

項

若

し

く

は

第

六

条

の

二

第

一

項

（

第

八

十

七

条

第

一

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

に

規

定

す

る

確

認

を

要

す

る

工

事

を

伴

う

場

合

又

は

営

業

施

設

の

床

面

積

の

合

計

が

二

百

平

方

メ

ー

ト

ル

を

超

え

る

用

途

の

変

更

を

伴

う

場

合

は

、

同

法

第

六

条

第

一

項

又

は

第

六

条

の

二

第

一

項

（

第

八

十

七

条

第

一

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

に

規

定

す

る

確

認

済

証

の

写

し

 

十

二

 

既

存

建

築

物

を

用

途

変

更

す

る

場

合

で

あ

つ

て

、

営

業

施

設

の

床

面

積

の

合

計

が

二

百

平

方

メ

ー

ト

ル

以

下

の

も

の

は

、

当

該

営

業

施

設

が

建

築

基

準

法

第

六

条

第

一

項

の

建

築

基

準

関

係

規

定

に

適

合

し

て

い

る

こ

と

を

建

築

士

が

証

す

る

書

類

 

 

第

六

条

第

二

項

に

次

の

二

号

を

加

え

る

。

 

三

 

建

築

基

準

法

第

六

条

第

一

項

若

し

く

は

第

六

条

の

二

第

一

項

（

第

八

十

七

条

第

一

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

に

規

定

す

る

確

認

を

要

す

る

工

事

を

伴

う

場

合

又

は

営

業

- 1 -



施

設

の

床

面

積

の

合

計

が

二

百

平

方

メ

ー

ト

ル

を

超

え

る

用

途

の

変

更

を

伴

う

場

合

は

、

同

法

第

六

条

第

一

項

又

は

第

六

条

の

二

第

一

項

（

第

八

十

七

条

第

一

項

に

お

い

て

準

用

す

る

場

合

を

含

む

。

）

に

規

定

す

る

確

認

済

証

の

写

し

 

四

 

既

存

建

築

物

を

用

途

変

更

す

る

場

合

で

あ

つ

て

、

営

業

施

設

の

床

面

積

の

合

計

が

二

百

平

方

メ

ー

ト

ル

以

下

の

も

の

は

、

当

該

営

業

施

設

が

建

築

基

準

法

第

六

条

第

一

項

の

建

築

基

準

関

係

規

定

に

適

合

し

て

い

る

こ

と

を

建

築

士

が

証

す

る

書

類

 

 

第

七

条

を

同

条

第

二

項

と

し

、

同

条

に

第

一

項

と

し

て

次

の

一

項

を

加

え

る

。

 

第

七

条

 

省

令

第

四

条

の

二

第

一

項

に

規

定

す

る

宿

泊

者

名

簿

の

正

確

な

記

載

を

確

保

す

る

た

め

の

措

置

は

、

対

面

又

は

次

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

情

報

通

信

技

術

を

活

用

し

た

方

法

に

よ

り

、

本

人

確

認

を

行

う

こ

と

と

す

る

。

た

だ

し

、

条

例

第

五

条

第

六

号

イ

に

掲

げ

る

営

業

を

行

う

施

設

に

つ

い

て

は

、

次

の

い

ず

れ

か

に

該

当

す

る

情

報

通

信

技

術

を

活

用

し

た

方

法

に

よ

る

本

人

確

認

に

限

る

。

 

一

 

宿

泊

者

の

顔

及

び

旅

券

又

は

身

分

証

明

書

等

が

画

像

に

よ

り

鮮

明

に

確

認

で

き

、

か

つ

、

当

該

画

像

が

営

業

施

設

の

近

傍

か

ら

発

信

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

確

認

で

き

る

方

法

 

二

 

事

前

に

共

有

し

た

宿

泊

者

の

本

人

確

認

情

報

及

び

営

業

者

の

発

行

す

る

暗

証

番

号

等

を

営

業

施

設

に

備

付

け

の

機

器

を

用

い

て

宿

泊

者

自

ら

の

操

作

に

よ

り

照

合

で

き

、

か

つ

、

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

そ

の

他

の

撮

影

機

器

（

録

画

機

能

を

有

す

る

も

の

に

限

る

。

）

に

よ

り

宿

泊

者

の

顔

を

鮮

明

な

画

像

に

よ

り

確

認

す

る

こ

と

が

で

き

る

方

法
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第

八

条

の

見

出

し

を

「

（

周

辺

地

域

の

住

民

等

に

対

す

る

周

知

）

」

に

改

め

、

同

条

第

一

項

中

「

第

二

条

」

を

「

第

二

条

第

一

項

」

に

改

め

、

同

項

第

四

号

中

「

申

請

者

氏

名

」

を

「

申

請

者

の

氏

名

又

は

名

称

」

に

改

め

、

同

項

第

五

号

中

「

管

理

者

氏

名

」

を

「

管

理

者

の

氏

名

又

は

名

称

」

に

改

め

、

同

項

第

六

号

中

「

周

辺

住

民

等

」

を

「

周

辺

地

域

の

住

民

等

」

に

改

め

、

同

条

第

二

項

中

「

第

二

条

」

を

「

第

二

条

第

一

項

」

に

改

め

、

同

項

第

二

号

中

「

十

五

メ

ー

ト

ル

」

を

「

二

十

メ

ー

ト

ル

」

に

改

め

、

同

項

第

三

号

中

「

営

業

施

設

が

」

の

下

に

「

長

屋

又

は

」

を

加

え

、

同

項

第

四

号

中

「

周

辺

地

域

」

を

「

存

す

る

地

域

」

に

、

「

か

ら

要

望

が

あ

つ

た

場

合

は

、

当

該

町

会

又

は

自

治

会

の

会

長

」

を

「

の

代

表

者

」

に

改

め

、

同

項

に

次

の

二

号

を

加

え

る

。

 

五

 

営

業

施

設

が

二

以

上

の

区

分

所

有

者

が

存

す

る

建

築

物

で

あ

る

場

合

で

あ

つ

て

、

当

該

建

築

物

に

人

の

居

住

の

用

に

供

す

る

専

有

部

分

が

あ

る

と

き

は

、

当

該

建

築

物

の

管

理

組

合

又

は

管

理

者

等

（

マ

ン

シ

ョ

ン

の

管

理

の

適

正

化

の

推

進

に

関

す

る

法

律

第

二

条

第

四

号

に

規

定

す

る

管

理

者

等

を

い

う

。

）

 

六

 

前

各

号

に

掲

げ

る

者

の

ほ

か

、

区

長

が

必

要

と

認

め

る

者

 

 

第

八

条

に

次

の

五

項

を

加

え

る

。

 

３

 

条

例

第

二

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

周

知

は

、

二

回

以

上

の

説

明

会

を

開

催

す

る

と

と

も

に

、

旅

館

業

を

営

む

旨

及

び

第

一

項

各

号

に

掲

げ

る

事

項

（

次

項

に

お

い

て

「

周

知

事

項

」

と

い

う

。

）

を

記

載

し

た

書

面

を

、

公

衆

の

見

や

す

い

場

所

に

、

掲

示

す

る

こ

と

に

よ

り

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。
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４
 

前

項

の

規

定

に

よ

る

説

明

会

の

開

催

に

当

た

つ

て

は

、

事

前

に

、

当

該

説

明

会

を

開

催

す

る

日

時

及

び

場

所

並

び

に

周

知

事

項

を

記

載

し

た

書

面

を

、

第

二

項

各

号

に

掲

げ

る

者

に

配

布

又

は

送

付

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

５

 

条

例

第

二

条

第

二

項

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

事

項

は

、

次

の

と

お

り

と

す

る

。

 

一

 

営

業

施

設

の

名

称

 

二

 

営

業

施

設

の

所

在

地

 

三

 

営

業

者

の

氏

名

又

は

名

称

及

び

緊

急

連

絡

先

（

法

第

三

条

の

三

第

一

項

及

び

第

三

条

の

四

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

営

業

者

の

地

位

の

承

継

に

伴

う

変

更

を

除

く

。

）

 

四

 

管

理

業

務

を

委

託

し

て

い

た

場

合

は

、

管

理

者

の

氏

名

又

は

名

称

及

び

緊

急

連

絡

先

 

五

 

周

辺

地

域

の

住

民

等

か

ら

の

問

合

せ

の

方

法

 

６

 

条

例

第

二

条

第

二

項

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

者

は

、

第

二

項

各

号

に

掲

げ

る

者

と

す

る

。

 

７

 

条

例

第

二

条

第

二

項

の

規

定

に

よ

る

周

知

は

、

当

該

変

更

す

る

事

項

を

記

載

し

た

書

面

を

配

布

又

は

送

付

す

る

こ

と

に

よ

り

行

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

 

 

第

十

四

条

第

三

号

を

次

の

よ

う

に

改

め

る

。

 

 

三

 

営

業

者

又

は

管

理

者

の

氏

名

又

は

名

称

 

 

第

十

六

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。

 

（

常

駐

す

る

た

め

の

部

屋

と

客

室

、

廊

下

等

と

の

境

）
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第

十

六

条

の

二

 

条

例

第

八

条

第

十

一

号

イ

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

も

の

は

、

ふ

す

ま

、

板

戸

又

は

こ

れ

ら

に

類

す

る

物

に

よ

る

も

の

で

壁

造

り

に

準

ず

る

も

の

と

す

る

。

 

 

第

十

七

条

（

見

出

し

を

含

む

。

）

中

「

第

八

条

第

一

号

た

だ

し

書

及

び

」

を

削

る

。

 

 

第

十

七

条

の

次

に

次

の

一

条

を

加

え

る

。

 

（

玄

関

帳

場

に

代

替

す

る

機

能

を

有

す

る

設

備

）

 

第

十

七

条

の

二

 
条

例

第

九

条

第

一

項

第

三

号

イ

⑴

に

規

定

す

る

規

則

で

定

め

る

設

備

は

、

次

に

掲

げ

る

も

の

と

す

る

。
 

一

 

宿

泊

者

の

本

人

確

認

や

宿

泊

者

以

外

の

出

入

り

の

状

況

の

確

認

が

で

き

る

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

そ

の

他

の

撮

影

機

器

（

録

画

機

能

を

有

す

る

も

の

に

限

る

。

）

 

二

 

暗

証

番

号

の

入

力

に

よ

り

鍵

を

用

い

ず

に

客

室

の

解

錠

を

可

能

と

す

る

装

置

で

あ

つ

て

、

次

の

い

ず

れ

に

も

該

当

す

る

も

の
 

ア

 

営

業

従

事

者

等

が

管

理

事

務

所

等

の

遠

隔

か

ら

、

宿

泊

者

ご

と

に

暗

証

番

号

の

設

定

が

可

能

で

あ

る

こ

と

。

 

イ

 

客

室

の

扉

に

備

え

付

け

ら

れ

て

い

る

こ

と

。

 

 

第

十

八

条

第

一

号

中

「

お

お

む

ね

十

分

以

内

に

」

を

「

営

業

施

設

の

敷

地

の

境

界

線

か

ら

水

平

距

離

で

二

十

メ

ー

ト

ル

以

内

よ

り

速

や

か

に

」

に

改

め

る

。

 

 
 

 

付

 

則

 

 

（

施

行

期

日

）
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１
 

こ

の

規

則

は

、

令

和

八

年

十

一

月

七

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

第

十

六

条

の

次

に

一

条

を

加

え

る

改

正

規

定

、

第

十

七

条

の

次

に

一

条

を

加

え

る

改

正

規

定

及

び

第

十

八

条

第

一

号

の

改

正

規

定

は

、

令

和

九

年

一

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

 

 

（

経

過

措

置

）

 

２

 

前

項

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

改

正

規

定

の

施

行

の

際

、

現

に

旅

館

業

法

（

昭

和

二

十

三

年

法

律

第

百

三

十

八

号

）

第

三

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

経

営

の

許

可

を

受

け

て

い

る

簡

易

宿

所

営

業

（

東

京

都

北

区

旅

館

業

法

施

行

条

例

（

平

成

二

十

四

年

三

月

東

京

都

北

区

条

例

第

四

号

）

第

五

条

第

六

号

イ

に

掲

げ

る

営

業

に

限

る

。

以

下

同

じ

。

）

の

施

設

及

び

現

に

簡

易

宿

所

営

業

に

係

る

当

該

許

可

の

申

請

が

な

さ

れ

て

い

る

施

設

の

体

制

が

、

こ

の

規

則

に

よ

る

改

正

後

の

東

京

都

北

区

旅

館

業

法

施

行

細

則

第

十

八

条

第

一

号

の

規

定

に

よ

り

難

い

場

合

に

は

、

同

号

の

規

定

に

か

か

わ

ら

ず

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

こ

と

が

で

き

る

。

た

だ

し

、

前

項

た

だ

し

書

に

規

定

す

る

改

正

規

定

の

施

行

の

日

以

後

に

同

法

第

三

条

の

二

第

一

項

の

規

定

に

よ

り

営

業

者

の

地

位

を

承

継

し

た

者

に

係

る

簡

易

宿

所

営

業

の

施

設

の

体

制

に

つ

い

て

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。
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